
復興促進プログラム（A-STEP）探索タイプ・シーズ顕在化タイプ 事後評価一覧〔平成 24 年度・25 年度終了

課題〕 

１．事後評価の趣旨 

 復興促進プログラム（A-STEP）は、大学等の研究成果に対し被災地域の企業への技術移転の可能性探索、被

災地域の企業ニーズにつながるシーズとしての可能性の検証を支援する事業です。 

 本事後評価は、終了した課題毎に研究開発の実施状況、研究開発成果等を明らかにし、今後の成果の展開及び

事業運営の改善に資することを目的として、「復興促進プログラムの実施に関する規則」に基づき実施したもの

です。 

２．評価対象課題 

探索タイプ 295 課題、シーズ顕在化タイプ 48 課題〔平成 24 年度・25 年度終了課題〕 
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